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環境振動運営委員会 第３回議事録（案） 
 

Ａ．日 時 2013 年 09 月 30 日 月曜日 17:30～19:30 

Ｂ．場 所 建築学会 305 会議室 

Ｃ．出席者 横山主査 他９名（１名 skype 参加） 

 

Ｄ．提出資料（提出委員名） 

 No.3-00  前回議事録案 

No.3-01  環境振動性能評価小委員会活動報告 

No.3-02  環境振動予測解析小委員会活動報告 

No.3-03  環境振動測定分析小委員会報告 

No.3-04  戸建て WG 活動報告 

No.3-05  居住性能評価指針検討 WG 活動報告 
    

Ｅ．議事内容 
 

０． 前回議事録確認（資料 No.3-00）  

以下の個所修正後、承認された。 

・2 輪田→三輪田 

・3-2 WG の人選の承認がれば,→WG の人選の承認があれば, 

・3-3 アンケートの調査結果を大会投稿,内容報告を行った 

    →アンケートの調査結果を大会投稿し，内容報告を行った 

・3-4 退任委員が 3 名あり→空きが 3 名あり 
 
１．環境工学本委員会報告 / 環境工学本委員会（資料 No.3-02） 

  報告事項 

   学術推進委員会報告 

   ・2012 年度小委員会活動成果報告 ←HP 掲載 

   ・会員外の委員 ←申し合わせ（本会から他団体への推薦依頼時） 

   ・大会学術講演会における若手奨励 ←今年環境工学は見送り、否定的ではないが時 

    期尚早。４委員会で実施。 

   ・2014 年度大会準備日程 ←4/8 電子投稿〆切、4/22 プロ編、9/12～14 大会(神戸) 

・第 27 回環境工学連合講演会 ←AIJ 当番、田辺先生が実行委員長 

   審議事項 

   ・大賞業績候補 ←11/28 候補決定、11/22 まで 

   ・文化賞業績候補 ←11/28 候補決定、11/22 まで 

   ・教育賞(教育業績)候補推薦 ←荒谷先生(北大名誉教授)了承 

   ・卒業論文等顕彰事業委員会委員の推薦 ←心理より推薦 

   ・委員会オンラインストレージ ←小委員会に所属していない会員の閲覧、消極的な 

    意見多数 

   ・大会の反省 ←部屋が狭く立見、空気が通らない、ネット環境など 

   ・2014 年度大会(近畿)  

    ・オーガナイズドセッション ←5件：音、光、建築設備、空気、心理 

    ・研究協議会・研究懇談会 ←近畿支部：都市再生における環境工学、研究懇談会： 

     今後の環境工学を担う若手研究者(最近５年程度の奨励賞受賞者) 

   ・委員公募結果 ←環境振動３件了承、今後、各委員の簡単な業績を記載のこと 

No.3-00 
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   その他 

   ・予算執行状況 ←環境振動 28% 

 

２．各小委員会・WG 活動報告 

 ３－１．環境振動性能評価小委員会活動報告（資料 No.3-1） 

・9/11 開催分について，資料に基づく報告があった． 

・小委員会での議論を指針 WG へ役立たせる方針である 

・議論のまとめ方の確認を行った 

・鉛直／水平のそれぞれについて時定数を検討すべきという意見があった 

 

３－２．環境振動予測解析小委員会活動報告（資料 No.3-2） 

・7/24，9/24 開催分について，資料に基づく報告があった． 

・要約シートを作成して、1996～2013 大会梗概(環境振動セッション)を整理中。 

・年度内に作成し、次に分析作業を行う予定 

 

３－３．環境振動測定分析小委員会報告（資料 No.3-3） 

  ・7/23 開催分について，資料に基づく報告があった． 

  ・武蔵境駅周辺高架化前後に伴う振動の比較、増幅量の変化をまとめて 10 月末を目処に

技術報告集への投稿を準備中 

  ・収集データを整理して測定分析の考え方を活動報告としてまとめる 

  ・成果物はホームページに掲載 

 

３－４．戸建て WG（資料 No.3-4） 

・9/5 開催分について，資料に基づく報告があった． 

・技術報告集第 19 巻第 42 号への掲載 

・分類分けを検討し、データの再整理を行っている 

・重量、剛性、減衰、階数などの影響も大きいのではとの意見あり 

 

３－５．居住性能評価指針検討 WG 活動報告（資料 No.3-5） 

・8/6 開催分について，資料に基づく報告があった． 

・時間のファクターについて異なる実験データについて同じ評価方法での評価を検討中 

 

３－６．環境振動企画検討 WG 活動報告 

・5/28(7/4 修正)について，報告があった． 

・次回講師打合せの日程、10/28、18:00～開催か確認必要 

・ISO の現状についても触れて欲しい 

・企画書の提出、建築雑誌用会告原稿を至急作成し、12 月号、1 月号へ掲載を事務局に

依頼する 

 

４．その他 

  ・2014 年度委員会活動計画案・予算原案および関係書類 ←学会〆切 10/25(金) 

   ●幹事〆切 10/18(金) 

    催し物(シンポジウム)の企画書提出も忘れないように 

 

  ・年間開催予定 



3 

 

 1 回目 2013 年 04 月 15 日（月） 17：30～20：00 建築会館 

2 回目 2013 年 07 月 01 日（月） 17：30～20：00 建築会館 

  3 回目 2013 年 09 月 30 日（月） 17：30～ 

       2013 年 10 月  日（ ） 15：00～    企画検討委員 WG 

 4 回目 2013 年 12 月 02 日（月） 17：30～ 

5 回目 2014 年 01 月 31 日（金） 10：30～12：00 

    同日 第 32 回環境振動シンポジウム 13：30～18：00 

以上 

 

 


